
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
形
状
と
文
字
か
ら
、
本
木
簡
の

用
途
は
供
養
塔
婆
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
つ
い
て
は
、
青
山
学
院
大
学
藤
原
良
章
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

水
澤
幸

一

「
越
後
国
奥
山
荘
政
所
条
の
都
市
形
成
」
『都
市

の
求
心
カ
ー

城

。
館

。
寺
』
（中
世
都
市
研
究
会
第
七
回
研
究
集
会

〈山
形
大
会
〉
資
料
集
）
盆

九

九
九
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（水
澤
幸

一
）

ふ
な

と

か
わ

さ
き

新
潟
・船
戸
川
崎
遺
跡

所
在
地
　
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
中
条
町
城
塚

調
査
期
間
　
　
第
四
次
調
査
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
八
月
―

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
中
条
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
吉
村
光
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
官
衛
関
連
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
四
世
紀
、
八
―
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

船
戸
川
崎
遺
跡
は
、
塩
津
潟
に
流
れ
込
む
舟
戸
川
の
河
口
に
位
置
す
る
集
落

跡
で
あ
る
。
遺
構
は
ほ
と
ん
ど
検
出
し
て
い
な
い
が
、
第
二
次
調
査
と
第
四
次

4321

調
査
で
律
令
制
下
の
祭
祀
に
関

す
る
遺
物
群
が
大
量
に
出
土
し

た
。
す
な
わ
ち

一
九
九
七
年
の

第
二
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
川

跡
か
ら
は
、
人
形
三
点

・
封
絨

木
簡
状
木
製
品
二
点

・
盤
七

点

・
曲
物

・
付
木
な
ど
の
木
製

品
が
出
土
し
て
お
り
、
祓
が
行

な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え

(中  条 )
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ら
れ
る
。

木
簡
が
出
上
し
た
第
四
次
調
査
Ｂ
地
点
で
も
、
長
さ
二
五
ｍ
に
わ
た
っ
て
検

出
し
た
幅
六
―

一
五
ｍ
の
川
跡
に
大
量
の
遺
物
が
投
棄
さ
れ
て
い
た
。
遺
物
に

は
、
土
師
器

・
須
恵
器

窒
堂書
一
一〇
個
体
以
上
）
と
多
量
の
木
製
品
な
ど
が
あ
る
。

時
期
的
に
は
、
人
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
が
主
体
と
な
る
。
土
器
の
墨
書

に
は
、
「守
部
」
「
田
次
」
「安
万
呂
」
「真
成
」
「
井
家
」
「中
」
「仁
」
「
恐
」

（異
体
字
）
「
子
」
「生
」
「十
」
「○
」
「
千
」
（漆
書
）
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
。

木
製
品
で
は
、
六
点
の
木
簡
の
ほ
か
、
漆
器
盤
三
点

・
漆
器
椀

一
点

・
白
木

盤
二
点

・
白
木
椀

一
点

・
大
鉢

一
点
及
び
多
数
の
斎
串
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
高
年
通
宝
が
出
土
し
た
。
そ
の
ほ
か
包
含
層
か
ら
和
同
開
弥
も
出
土
し
、

と
も
に
本
町
初
の
出
土
と
な

っ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
見
て
、
本
地
点
に
お
い
て
も

第
二
次
調
査
と
同
じ
く
、
祭
祀
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
九
七
年
に
木
簡
が
出
土
し
た
中
倉
遺
跡

（本
誌
二
〇
口Ｃ

は
潟
を
挟

ん
で
向
か
い
合

っ
た
同
時
期
の
遺
跡
で
あ
り
、
両
遺
跡
の
関
係
が
興
味
深
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔部
ヵ
〕

⑪
　

　

口
□
□
□
□
国
十
三
□

気

上
師
船
守
十
三
□
白

へ
由
日
日
日

日
――
日
日
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
」

（埓
９
×
命
じ
×
∞
　
ｏ
曽

②

　

「□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｅ
溢
蒙

∞

常
ｏ

団

　

□
口
日
――
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（誤
ｙ
］受

釦

訊
Φ

側
　
　
「
日
日
日
日
日
日
日
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕伽囀
×
牌Φ
×
り
　
自
Ｐ

□

(6)

□ □

（
む

９

×

Ｇ
Ｃ

×
Ｓ

　
ｏ
３

い
は
下
半
右
側
面
及
び
下
端
以
外
は
欠
損
し
て
お
り
、
中
位
で
二
つ
に
折
ら

れ
て
い
る
。
記
載
は
、
「人
名
十
数
量
」
が
連
続
す
る
も
の
で
、
現
時
点
で
は

単
位
が
不
明
な
た
め
品
名
は
不
明
で
あ
る
。
数
量
は
い
ず
れ
も

「十
三
」
で
あ

り
、
各
人
ご
と
に
物
品
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
名
の
上
方
に
付
さ
れ
た
合
点
は
、
物
品
の
引
き

渡
し
を
チ
エ
ッ
ク
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
記
載
例
は
、
秋
田
城
第

五
四
次
調
査
出
土
の

一
人
号
木
簡
で
も
認
め
ら
れ

（秋
田
市
教
育
委
員
会
秋
田
城

跡
調
査
事
務
所

『秋
田
城
出
土
文
字
資
料
集
Ⅱ
』
一
九
九
二
年
）、
注
目
さ
れ
る
。

②
は
、
墨
書
が
二
字
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

一
字
以
上
の
墨

書
が
認
め
ら
れ
る
。
習
書
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
頭
部
は
圭
頭
で
、
下
端

は
欠
損
し
て
い
る
。
①
は
ほ
ぼ
完
形
品
で
あ
る
が
、
墨
痕
が
薄
く
、
判
読
困
難

で
あ
る
。
頭
部
は
折
ら
れ
て
お
り
、
下
部
は
尖
ら
せ
て
い
る
。

い
も
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
が
、
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。
上
下
と
も
丸
み
を
も

っ
て
い
る
が
、
上
方
は
や
や
薄
く
削
っ
て
い
る
。
働
は
曲
物
の
底
板
の
一
面
に

（
Ｓ

Ｃ

×

３
じ

×

『
　

ｏ
常



墨
痕
が
残
る
も
の
で
あ
る
。
⑤
は
加
工
木
の
両
面
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
本
例
は
、
筆
な
ら
し
を
行
な
っ
た
パ
レ
ッ
ト
様
の
使
用
法
が
想
定
さ

れ
る
。

木
簡
の
釈
読
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏

の
ご
教
示
に
よ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（水
澤
幸
一
）

一

田

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

Ｗ

∀

一

③

　

・８４

「
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マ




